
　
８
月
号
は
、
伊
王
野
村
出
身
で

初
代
黒
磯
町
長
を
務
め
た
山
口
兵

吉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
山
口
兵
吉
は
、
明
治
２
年
に
伊

王
野
の
河
島
文
彌
（
第
２
代
伊
王

野
郵
便
局
長
。
正
福
寺
に
顕
彰
碑

が
あ
る
）
の
三
男
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
兵
吉
は
明
治
法
律
学
校

（
現
明
治
大
学
）
を
卒
業
後
、
明
治

28
年
に
黒
磯
の
材
木
商
・
山
口
利

三
郎
の
婿
養
子
と
な
り
、
以
後
政

治
家
と
し
て
東
那
須
野
村
助
役
な

ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
兵
吉
が
商
売
を
し
て
い
た
黒
磯

地
区
は
、
明
治
時
代
半
ば
以
降
国

道
の
開
通
や
東
北
本
線
の
開
通
に

伴
う
人
口
増
加
・
経
済
規
模
の
拡

大
に
よ
り
、
東
那
須
野
村
の
中
心

地
で
あ
る
東
小
屋
地
区
よ
り
も
市

街
地
が
発
展
し
た
こ
と
か
ら
、
黒

磯
地
区
の
分
離
独
立
問
題
が
浮
上

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
明

治
45
年
に
東
那
須
野
村
か
ら
分
離

独
立
し
て
黒
磯
町
が
誕
生
す
る
と

兵
吉
が
町
議
の
互
選
に
よ
り
初
代

黒
磯
町
長
に
な
り
ま
し
た
。　

　
兵
吉
は
、
町
長
在
任
期
間
中
に

「
黒
磯
町
町
是
（
大
正
５
年
）」
を

制
定
し
「
豊
年
踊
り
」
を
改
良
し

て
町
民
の
風
紀
改
善
・
娯
楽
創
出

を
図
り
ま
し
た
。
豊
年
踊
り
は
現

在
、
黒
磯
の
盆
踊
り
と
し
て

1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
紡
ぎ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
正
14

年
に
は
、
黒
磯
小
学
校
に
併
設
し

て
い
た
裁
縫
補
修
女
学
校
を
分
離

し
て
、
黒
磯
町
立
実
践
女
学
校
（
現

黒
磯
高
校
）
を
創
設
し
、
県
北
地

域
の
女
子
教
育
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相

を
反
映
し
た
町
政
運
営
を
実
施
し

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
黒
磯
町
の
人

口
増
加
に
伴
う
水
不
足
解
消
の
た

め
、
上
水
道
敷
設
計
画
を
立
案
し

ま
し
た
が
、
昭
和
２
年
12
月
に
倒

れ
、
翌
年
1
月
に
町
長
在
職
の
ま

ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
兵
吉
の
町
政
運
営
は
、
地
味
で

手
堅
く
、
町
の
基
礎
作
り
を
主
と

し
ま
し
た
が
未
来
を
見
据
え
て
い

ま
し
た
。
兵
吉
は
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ

た
よ
う
で
豊
年
踊
り
で
は
先
頭
に

立
っ
て
踊
り
、
祭
り
を
楽
し
ん
で

い
た
と
い
い
ま
す
。
黒
磯
町
青
年

団
が
彼
の
死
後
に
作
成
し
た
哀
悼

の
詩
に
は
、「
こ
の
町
の
お
お
き
な

誇
り
で
あ
っ
た
名
町
長
」
と
、
い

か
に
黒
磯
町
民
に
慕
わ
れ
た
人
物

だ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
な

が
ら
も
堅
実
な
町
政
運
営
を
行
っ

た
兵
吉
は
、
人
口
減
少
社
会
の
目

指
す
べ
き
リ
ー
ダ
ー
像
の
１
つ
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

(

肖
像
画
は
『
黒
磯
市
誌
』
よ
り
、

旧
黒
磯
町
役
場
は
『
大
那
須
写
真

帖
』
よ
り
転
載)

▼
問
合
せ　
那
須
歴
史
探
訪
館
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「
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
適

切
な
冷
房
の
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
」
至
る
所
で
こ
の
言
葉
が
聞
こ
え
て

く
る
。
熱
中
症
の
初
期
段
階
と
い
わ
れ

て
い
る
の
が
、
立
ち
く
ら
み
や
め
ま
い
、

足
が
つ
る
と
い
っ
た
症
状
だ
。
こ
の
症

状
に
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
に
冷
や
し
た

水
分
や
塩
分
を
補
給
し
、
涼
し
い
場
所

で
休
も
う
。
熱
中
症
を
他
人
事
と
考
え

ず
、
暑
さ
か
ら
自
分
の
身
を
守
っ
て
ほ

し
い
▼
町
で
は
、
熱
中
症
に
よ
る
重
大

な
健
康
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
指
定

し
た
。
役
場
本
庁
舎
、
芦
野
支
所
、
伊

王
野
支
所
、
ワ
ー
ク
ベ
ー
ス
那
須
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

町
立
図
書
館
、
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
の

8
カ
所
で
、10
月
23
日
ま
で
の
期
間
「
熱

中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ

れ
た
時
に
開
所
さ
れ
る
。
気
軽
に
利
用

し
て
、
冷
房
が
効
い
た
場
所
で
ひ
と
涼

み
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
▼
実
家
を

訪
れ
た
時
の
こ
と
、
居
間
に
入
る
と
、

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
。

「
え
っ
」
と
天
井
付
近
に
目
を
や
る
と
、

見
覚
え
の
な
い
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
。「
暑

す
ぎ
て
、
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
の
母
の

言
葉
で
設
置
を
決
め
た
そ
う
だ
。
以
前

は
、
真
夏
で
も
窓
か
ら
入
っ
て
く
る
風

が
さ
わ
や
か
で
、
夜
に
な
る
と
少
し
肌

寒
い
く
ら
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

が
「
観
測
史
上
、
最
高
気
温
を
観
測
」

し
続
け
て
い
る
今
の
状
況
な
ら
う
な
ず

け
る
。
夏
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
、
暑

さ
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
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「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集
しています。詳しくは企画政策課広報広聴係
（☎72-6935）まで。

室越　美桜ちゃん
むろ こし　　     み　 お

赤ちゃんこんに
ちは

町の世帯と人口

8 月 5日発行（月１回）／発行：那須町役場（〒329-3292 栃木県那須郡那須町大字寺子丙 3-13）編集：企画政策課（☎72-6935　FAX72-1133）
那須町公式ホームページアドレス https://www.town.nasu.lg.jp　※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

・世帯数  10,786世帯 (－103)
・人口     23,840人    （－   18）
　    男 11,893人（－   6）
　    女 11,947人（－ 12）

出生           7 人   ( +   5 )
死亡         26 人 (－ 15)
転入         62 人 (－ 22)
転出         63人 (－   7)
その他        2 人増

（ 7 月 1 日現在・住民基本台帳）( ) の数字は前月比

山口兵吉（1869-1928）
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再発見

か
っ
こ
う 旧黒磯町役場

令和6年3月生まれ

広報那須がスマートフォンなどで読むことができます


